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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　本論文は、芥川龍之介が創作した中国関連作品を対象に据え、それが彼の文芸活動の中で持ち得た意義と、
近代以降さまざまな中国像を提出してきた日本文学の系譜中にあって占める位置との究明を目的としている。
　日清・日露・第一次世界大戦以降、芥川の活動期の大半を占めた大正期は、日本の大陸への膨張政策とセッ
トになってツーリズムのブームが生じてくる中で、多くの文人やジャーナリストが中国に渡り、大正作家ら
のいわゆる「支那趣味」を基調とする作品が量産されていく時期にもあたっていた。そうした中での芥川龍
之介の中国認識ならびにその作品の中国表象が、大正10年に彼が大阪毎日新聞社特派員として行った中国旅
行とその成果として刊行した『支那游記』を一つの分水嶺として変容していくありようを検討していること
が本研究の特色である。
　紀行文集『支那游記』は現在の中国で相次いで翻訳され、研究の対象となっているが、本研究の意義は、
そうした状況をふまえながら、大正９年の「杜子春」から大正最後の年に発表された「湖南の扇」に至るま
で中国旅行を間に挟んだ計９編の小説・紀行作品を視野に収めて所期の目的をかなりの程度で達成したとこ
ろに求められよう。すなわち、幼少期からの読書体験によっても培われていたロマンチックな情趣に彩られ
た中国観を自らの創作に投影していた芥川龍之介が、上海と江南、北京や長沙での見聞や文人・政治家たち
との出会いを通じて、人心の荒廃や堕落と、新たな社会の到来を志向する動きとが同時に起こりつつある中
国の現実態に目を向け、それらを自身の創作モチーフに取り込んでいく段階に進んでいくまでの階梯を俯瞰
的に考察した点に本研究の特徴がある。
　そうしたスケールの広がりと骨太な論の方向性を持つ一方、個々の作品を論じる際には、漢詩、唐代伝奇、
南画などが代表する中国古典世界と小説テクストとの関わりについての綿密な調査、検討も行っており、ま
た候補とすべきものはさらに多岐に及んでいたはずという憾みが残るとはいえ、谷崎潤一郎、木下杢太郎、
徳富蘇峰ら、同時代作家やジャーナリストが著した中国ものと比較対照する手法も取り入れて、芥川作品の
独自性を考察するという手堅さも示している。
　中でも、論者が提示したユニークな視点として印象に残ったのは、『支那游記』所収の「江南游記」を論
－ 4－
じたところで、その地で出会った江南の民が「水滸伝」に登場する〈豪傑〉を彷彿させると芥川が記述し
ているところを捉えて、芥川の注目する、この古往今来の中国人の心に深い根を張っている〈反骨精神〉が、
一九二〇年代の中国にあって生じつつある革命的潮流と繋がりを持っているとして考察しているところで
ある。善悪を超えた〈超道徳思想〉を体現している〈豪傑〉のありようを、20世紀の政治思想の洗礼を受け
た革命家のそれとやや性急に結び付けてしまったきらいはあるが、この点をもう少し慎重に構えて、たと
えば文学と歴史の両方に現れてくる武侠的地方民衆像という補助線を用意するならば、論者が注目するも
のは、芥川の内なる中国古典世界への親炙と、新しい中国の歴史的胎動への共鳴とが交わる言説空間として、
芥川の中国ものについてのさらなる研究の可能性をはらんでいくと言えよう。
　以上、本研究が示した成果について述べてきたが、いくつか気になる点がないでもない。たとえば中国旅
行以前の作品「杜子春」や「奇怪な再会」を論じた箇所では、作品結末に出て来る〈桃源郷〉イメージを丁
寧に考察しながらも、作品の主題を押さえるにあたってそのイメージを無効化する先行研究まで無媒介に持
ち込んでいるといった問題や、論全体の主眼となる「中国表象」なるものを作品の内側にさらに求めても然
るべきではないのかと思わせる一面が見受けられた。また、芥川の中国認識と芥川作品の中国表象をともに
考察するという両面作戦が、テクストを分析する段階で上手く功を奏さずに、「芥川」と「私」とが混在す
る表現の乱れも一部あった。
　こうした問題点はあったが、それによって本論文の価値が左右されるものではない。本論文審査委員一同
は、2018年２月14日に実施した公開発表会と口頭試問による結果もふまえて、周芷冰氏申請の本論文が「博
士（文学）」の学位を授与するに十分値するものであるとの結論に達したのでここに報告する次第である。
